
Ⅲ 各地域の政策 

- 81 - 

 

 
◆ 地域づくりの基本的な考え方 
今、本道は急速に進行する人口減少などの難題

に直面しています。さらには、新型コロナウイル

ス感染症という危機の発生により人やモノの流れ

が抑制されるなど、新たな課題も表面化してきて

います。 

一方、新型コロナウイルス感染症への対応を進

める中で、人々の考え方や行動に変化が生じ、距

離や地域構造などこれまで本道にとってハンディ

となっていたものが新たな価値へ転換してきてい

るほか、デジタル化の推進や脱炭素化及び気候変

動への適応に向けた動きの加速化など、社会が大

きく変革する兆しが見えはじめています。 

こうした中でも本道が将来にわたって発展して

いくためには、道民及び市町村の創意と主体性が

発揮され、これまで以上に地域の特性や資源など

を活用した取組が持続的に進められることが必要

であり、そうした取組の効果を高めるため、官民

連携をはじめ多様な主体と連携・協働していくこ

とが重要となります。   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 個性と魅力を活かした地域づくり 

【地域の特性・優位性や豊かな地域資源の活用】 

・地域づくりを進めるにあたっては、地域の特性
や豊かな地域資源を活かし、産業間の連携や分
野横断的な連携による取組を進めるとともに、
地域づくりを担う多様な人材を育成・確保しま
す。 

・豊かな再生可能エネルギーや優れた自然環境、
広大な森林など北海道の優位性を最大限に活用
して、2050 年までの「ゼロカーボン北海道」の
実現による持続可能な地域づくりを進めます。 

・国から道へ、道から市町村への事務・権限移譲
を推進することで、創意と主体性が存分に発揮
できる地域づくりを進めます。 

 

 

 

 

また、広大な本道の地域振興を効果的に進める

ためには、コミュニティや集落といった身近な生

活単位から、市町村、保健医療福祉圏、振興局所

管地域、連携地域といった様々な地域の単位にお

いて、人と人とのつながりや地域と地域の結びつ

きにより、相互に連携・補完し合うことが必要で

す。 

加えて、地域の実情に即した課題を解決してい

くためには、地域づくりの拠点である振興局の機

能強化や、地域の意向を踏まえた権限移譲など地

方分権に係る取組を進めるとともに、ふるさと納

税やクラウドファンディングといった民間資金の

活用を進めていく必要があります。 

このため、『輝きつづける北海道』の実現に向

けて、次の基本的な２つの視点に基づき、北海道

総合計画第３章「中期的な推進方向」に掲げる３

つの重視すべき視点も踏まえながら、地域の総力

により地域づくりを進めます。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【振興局と市町村が一体となった取組の推進】 

・振興局が地域づくりの拠点として市町村との連

携を一層強め、地域の実情に応じた施策を効果

的に展開します。 

・地域づくりを担う多様な主体の育成・確保とそ

の活用、地域を重視した職員の配置、職員派遣 

などにより、振興局が市町村を積極的にサポー 

トし、一体となって地域づくりを進めます。 
 
 
 
 
 

Ⅲ   各 地 域 の 政 策 
 
平成 28 年度（2016 年度）からスタートした「北海道総合計画」の「地域づくりの 

基本方向」に基づき、地域づくりを進めていきます。 

地域づくりの基本的な２つの視点 

 
○  
 

○振興局と市町村が一体となった取組の推進 

 

 
○道内外の多様な主体との連携・協働の推進 
 

○地域相互の連携・補完の推進 

 

個性と魅力を活かした 

地 域 づ く り 

様々な連携で進める 

地 域 づ く り 
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◆ 様々な連携で進める地域づくり 

【道内外の多様な主体との連携・協働の推進】 

・道民や市町村はもとより、民間企業や金融機関、

ＮＰＯ、大学といった地域づくりを担う多様な

主体のつながりを深め、これらの主体と連携・

協働して、地域づくりを進めます。 

・地域や地域の人々と多様な形で関わる関係人口

や、資金提供、協働活動などにより北海道を応

援してくださる道外企業などとも、地域づくり

の担い手として連携・協働を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 計画推進上のエリア設定 

「北海道総合計画」では、一定の人口規模以上

で、行政をはじめ経済、医療、教育、文化などの

面で拠点性の高い札幌市、函館市、旭川市、釧路

市、帯広市及び北見市を「中核都市」と位置づけ、

これらを拠点とする６つのエリアを「連携地域」

として設定しています。 
また、連携地域を構成し、地域づくりの拠点で

ある 14 の「振興局所管地域」についても計画推

進上のエリアとして設定し、それぞれのエリアの

特性を活かした地域づくりを進めることで本道全

体の活性化を図ります。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【地域相互の連携・補完の推進】 

・市町村が様々な行政サービスを持続的に提供で

きるよう、定住自立圏など国の広域連携制度の

活用を図るほか、地域の実情や特性に応じた本

道独自の取組を進めるなど、広域連携による持

続可能な地域づくりを進めます。 

・札幌市の都市機能と道内市町村が有する資源を

結びつけ、産業振興や活性化の取組を推進する

ほか、札幌圏の住民が地域と多様な形で関わる

関係人口の創出・拡大を図るなど、札幌市と道

内市町村の双方がメリットを享受できる関係を

構築します。 

・道内市町村と首都圏をはじめ国内外の様々な地

域とのつながりを深めることで、本道全体の発

展につなげていきます。 
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◆ 地域づくりの推進の手立て 

・「北海道総合計画」の第５章「地域づくりの基
本方向」は、長期的な視点に立った地域振興の
方向を示すものであり、この方向に基づいた具
体の施策や主な取組は、北海道地域振興条例第
５条に基づく地域計画である「連携地域別政策
展開方針」に基づき、地域における計画推進の
要としての役割を担う振興局が中心となって、
実効性の確保を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域づくりを進めるに当たっては、北海道創生
総合戦略に基づく取組に加え、北海道強靱化計
画、北海道 Society5.0 推進計画、北海道地球
温暖化対策推進計画に基づき、北海道の強靱化
やデジタル化、脱炭素化などを図る取組、さら
には、北海道交通政策総合指針に基づく交通ネ
ットワーク形成の取組など、重点戦略計画や特
定分野別計画に基づく取組と連携を図りながら、
一体として推進します。 

 
 
 
 
 

＜連携地域別政策展開方針＞  

・広域的な地域の区分ごとに地域振興を効果的に推進するための「地域計画」として位置づけ、市町 

村や民間の方々など多様な主体の参画を得て策定する計画。  

・総合計画が示す政策の基本的な方向に沿って、６つの連携地域と14振興局の施策の展開方向や主な

取組を示すもの。 

・連携地域別政策展開方針は、第2期北海道創生総合戦略の「地域戦略」としての位置づけを併せ持ち

ます。 

連 携 地 域

中 核 都 市

中核都市群

地域中心都市

振興局所管地域

中核都市を拠点に、第三次保健医療福祉圏における保健医療福祉サービスをはじめ、経済、教育など高度な都市
機能サービスの提供などの役割を有する広域的なエリア

人口規模が一定以上で、行政をはじめ経済、医療、教育、文化などの面で高度な都市機能を有する都市

中核都市と相互に結びつきが強く、一体的に都市機能を発揮する都市

エリアの中で都市サービスや日常的な生活ニーズなどの面において、中核都市の機能を補完する市や町

地域の実情に応じた政策を効果的に進めるため中核的な役割を担う振興局の所管エリア

（空知、石狩、後志、胆振、日高） 

（渡島、檜山） 

（上川、留萌、宗谷） 

（オホーツク） 

（釧路、根室） 

（十勝） 
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１ 方針の概要 
「連携地域別政策展開方針」は、北海道地域振興条例に基づき、地域振興を効果的に推進するため、

北海道総合計画が示す政策の基本的な方向に沿って、６つの連携地域ごとに策定する地域計画です。 

道では、地域の総力により地域づくりを進めるため、市町村や地域の関係者の参画を得て、令和３年

度（令和４年１月）から概ね４年を推進期間として策定しました。なお、第２期北海道創生総合戦略の

「地域戦略」としての位置づけを併せ持ちます。 
２ 構成 

 〇 地域のめざす姿 
   総合計画の終期である令和７年度を 
  目途にめざす地域の姿 

 〇 これまでの取組と課題 
   連携地域と振興局所管地域における 
  これまでの取組と今後の課題 

 〇 主な施策の展開方向 
方針の推進期間における連携地域の 

  主な施策の方向、振興局所管地域の 
重点的な施策の方向 

 〇 地域重点政策ユニット 
   「主な施策の展開方向」に基づき、 

重点的に取り組むプロジェクト 

３ 主なプロジェクト 
  各連携地域は、それぞれの地域のめざす姿の実現に向け、多様な主体と連携・協働して、地域の特

性や資源などを活かしたプロジェクトを推進【全 51 プロジェクト】 

連携地域 主なプロジェクト 主な施策 主なＫＰＩ 

道央広域 

【18 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ】 

日本遺産「炭鉄港」を 

活用した交流人口拡大 

プロジェクト 

■次代に「繋ぐ」炭鉄港 

■地域で「稼ぐ」炭鉄港 

○炭鉄港推進協議会構成市町への

観光入込客数 

 7,250 千人(R2) 

  → 7,468 千人(R7) 

道南 

【６ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ】 

縄文遺跡群を活用した 

魅力発信と誘客促進 

プロジェクト 

 

■縄文文化の魅力発信と次世代 

への継承の推進 

■遺産を活用した誘客促進 

○多言語化など、縄文文化の理解

促進に向けて新たな取組を行っ

た施設数（渡島地域） 

 １施設(R2) → 11 施設(R7) 

道北 

【13 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ】 

魅力ある地域資源を活か

した「きた北海道」への

来訪促進プロジェクト 

■空港運営の一括民間委託を契機

とした航空ネットワークの充

実・強化 

○観光入込客数（道北連携地域） 

2,260 万人(R1) 

 → 2,504 万人(R7) 

オホーツク 

【５ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ】 

オホーツク地域への人口

定着の推進プロジェクト 

 

 

■移住・定住の促進に向けた 

取組の推進 

■若年層の地元定着促進に向けた 

取組の推進 

○新規高卒者の管内就職内定率 

 67.7％(R2) 

 → 75.0％(R6) 

十勝 

【４ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ】 

未来につなげる環境・先

進分野十勝プロジェクト 

 

 

■自然環境の保全・適正利用や、 

再生可能エネルギーの利活用 

などによるゼロカーボン北海道 

の推進 

○ゼロカーボンシティ表明 

市町村数 

 1 市町村(R2) 

→ 19 市町村(R7) 

釧路・根室 

【５ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ】 

「ゼロカーボン北海道」

への貢献プロジェクト 

 

 

■社会システムの脱炭素化と再生 

可能エネルギーの最大限の活用 

■森林等の二酸化炭素吸収源の 

確保と自然環境の保全 

○新エネルギー発電設備容量 

 47.4 万 kW(R1) 

→ 52.8 万 kW(R7) 

 
４ 推進管理 

方針を効果的に推進していくため、振興局は「地域づくり連携会議」において、各プロジェクトの進

捗状況等の点検・評価を行い、必要に応じて取組内容の充実を図るなど、ＰＤＣＡサイクルによる推進

管理を行います。 

「連携地域別政策展開方針」について 
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